
英米における日本語教育の一端

秋 永 一 枝

Japanese Language Teaching in the U.S. and England

Ka~ue 11,~inaga

This is a report nn some aspects of teaching Japanese at the fol-
lowing universities in the academic year of 1962. Among the reported
axe: hours of teaching, period, materials, examinations, the number
of students, etc.

(1) Columbia University (4) The University of Chicago
(2) Harvard University (5) 'i'he University of London
(3) The University of Michigan (G) Cambridge University

昭和37年9月 よ り2学 期間,私 は 早稲 田大学 か ら派遣 され てSt,Louisの

WashlngしonUniversiヒyに お もむ く機会を得た,そ の短い ア メリカ滞在 中に,そ し

て また帰路の ヨー ロヅパ 旅行 の途 中に,私 は できるだけ,ロ 本語教 育が行 なわれて

い る大学 をたずね よ うと思 った・経 済的 ・時間的都合か ら,ア メ リカ西海岸 は割愛

せ ざるを得 なか った。 また,休 暇 中で授業 も参観 できず 先生方 に{)お 目にかかれ な

いこ ともあった.

しか し,次 に報告する大学 では,授 業 を参観 させ て いただいた 防 担 当の先生方

か らくわ しいお話 を伺 うことができた.あ るいは,私 の記憶ちがい もあるか もしれ

ない,ま た,失 礼にあた る段 もあ りは しないか と恐れ る,誤 解 ・曲解な どご指摘い

ただけれ ば幸いで ある.

§1

英 米 の 大 学 の 日本 語 教 育 とい うのは,大 き く二 つ に 分 類 で き る と思 弘

一 つ は ,・一一般 教 育 の 外 国 語 と して の 日本 語 教 育 で あ り,・・一・つ は 日本 学 も し
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くは 東 洋 学 を専 攻 す る者 の た め の それ で あ る.

上 記 の ワ シ ン トン大 学 で は,初 級 は 週3時 間(2学 期 よ り上 級 週6時 間

の学 生 が1名 増)で あ っ た・ ア ー ラ ム大 学(EarlhamCollege,Richmond,

Ind・),ア ンテ ィオ ク大 学(AntiochCollcge,YellowSprings,O.)の 日本

語 教 育 は,早 大 に1-2学 期 間 学 生 を 送 る とい う特 殊 ケ ー ス で始 め られ た

講 座 で,と も に週6時 間 で あ っ た.こ れ ら の大 学 は,将 来 は 目本 学 を専 攻

す る学 生 が 出 て くるか も しれ な いが,日 本 学 科 とか 東 洋 学 科 とか い う専 門

学 科 を特 に設 けず,一 般 教 育 の 語 学 と して行 な っ て ゆ くも の で あ る.ア メ

リ カで は,日 本語 を外 国語 教 育 の一一環 と して 扱 う傾 向 が お い お い増 加 して

ゆ く よ うで あ る,現 に,二,三 の ハ イ ス クー ル のSumme[courseで,中

国 語 や 口本 語 のIntensiveCQurseが 新 設 され た り して い る.

そ の他 に も,夜 学 の 会 話 学 校 な どに は,目 本語 を教 えて い る と こ ろが 時

に あ る・ ワシ ン トン大 学 の 夜学 の成 人学 級 で は,YoshiCarpenter夫 入 が

以 前 か ら 日木 語 を教 え て お られ た,

しか し,以 上 の よ うな コ ー ス は,お お む ね 時 間数 も少 な く,教 師 も1名

で,そ れ ぞ れ の教 師 に よ り教 育 方 針 も定 ま る とい うわ け で あ る.そ れ ゆ え,

そ の 大 学 独 自の教 育 方 針 と して報 告 す べ き もの で は な い よ うに 思 う、 そ こ

で こ こで は,日 本 学 科 も し くは 東 洋 学 科 とい う形 式 で 日木 藷 教 育 が行 な わ

れ て い る大 学 にの み 焦 点 を あ て てみ た,

次 に,こ れ か ら報 告 して ゆ く大 学 の名 を あ げ て お く.

C〔)1umbiaUniversity

HatvardUniversity

TheUniversity・fMichjgan

TheUn正versity(目,fChicago

TheUniversityofLondorl

CambridgeUniversity

以 上 の 大 学 の 目本 学 科 や 東 洋 学 科 では,学 生 は 社 会 学 ・経 済 学 ・人類 学 ・

歴 史学 ・文 学 ・語 学 等,そ れ ぞ れ の 分 野 を専 攻 も し くは これ か ら専 攻 しよ

うと して い る.そ して,目 本 語 の 授 業 と平 行 して,英 語 で 日本 の 歴 史 ・社
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会 ・思 想 ・文 学 とい った 講 義 を き く・ そ れ ら専 門講 義 の 担 当者 は,ふ つ う

英 語 を母 国 語 と され る専 門 家 であ る,日 本 語 教 育 の ほ うは,そ れ ら の 方 々

の ほか に,目 本 語 を母 国 語 と され る方 々が 担 当 され る・

た とえば,ミ シ ガ ン大 学 で は,JosephYamagiwa氏 が 「日本 文 学 史 」

「日本 思 想 史 」 「現 代 日本 語 」 な どを英 語 で講 じて お られ る・ ま た,こ の 大

学 で は 日本 か ら専 門 家 を 招い て専 門講 義 を行 な って い る,た とえ ば,名 古

屋 大学 の 野 村 正 良氏(言 語 学 者)が 「日本語 史」 「方 言 」 な どを,東 京 都 立

大 学 の佐 伯 彰 一 氏(文 芸 評 論 家)が 「日本 文 学 セ ミナ ー」 を,と も に 日本 語

で講 義 して お られ た.前 任 者 と して は,東 京 大学 の 築 島裕 氏(国 語学 者),

東 京 教 育 大 学 の小 松 英 雄 氏(国 語学 者)が お られ る・

こ こ で は,初 級 か ら上 級 ま で の 日本 語 教 育 は,HideShohara女 史 がふ

た りの 目本 人 留 学 生 を助 手 と して,ま さ に孤 軍 奮 闘 して お られ る・

コ ロ ン ビア大 学 で も,白 戸 一 郎 氏 や 羽 毛 田義 人氏 ら が 日本 語 教 育 に 専 心

され,DonaldKcene氏 やIvanMQrris氏 らは 日本 文 学 や 目本 演 劇 等 の

専 門講 義 を とい うふ うに,そ れ ぞれ 分 担 して お られ る,

そ こ で こ こ で は,日 本 語 教 育 とい う点 に 更 に しぼ っ て 報 告 した い と 思

う,す な わ ち,「 日本 文 学 」 や 「日本 歴 史 」 とい った専 門 科 目は 原 則 と し

て と りあ げ な い もの と し,目 本語 教 育 の み を 対 象 と して 扱 うこ とにす る,

な お,す べ て 昭 和37年9月 よ り38年7月 ま で の現 状 で あ る こ とを お 断 わ

り して お く.

§2

〔1)ColumbねUniversity

こ こ はつ い最 近 ま で書 き こ とば 重 点 主 義 の 教 育 だ った よ うで あ る・ しか

し,一 昨 年 あ た りよ り,L・L・ も整 備 され て きた・ ま た授 業 中 も 「朝 の訪

問(井 伏 鱒 二 宅 を永 井 竜 男 が訪 問 の もの)」 や,「 ラ ジ オ ア ン テナ(杉 葉 子 の

も の)」 の よ うな ラ ジオ 放 送 の テ ー プ を使 用 してい る・

こ こ に はNon-intensivecourseとln亡en"vecourseとConversaεion
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COUfseと が あ る.

Non,童ntensivεcourse

1年 度..・ 毎 日1時 間,週5時 間

教 科 書 と して はB,Bloc巨andEH。Jorden=5"o勧 ノ44一

〃彫1と 長 沼 直 兄;「 改 訂 標 準 日本 語 読 本 、1巻 一 前 半 ま で

学 生 数111》

2年 度,..毎 日1時 間,週5時 問

「長 沼 読 本 」 巻一一後 半 お よ び 巻 二 終 了

学 生 数15

3年 度..,月 ・水 ・金 の 週3回 で,週5時 間

「長 沼 読 本 」 巻 三 お よ び 巻 四 終 了

学 生 数8

1q亡cns三vecoロrse...こ ち ら は,時 間 が 前 者 の 倍.し た が っ て 進 行 も 倍

で あ る,

1年 度..,毎 日2時 間,週10時 間

第1学 期 で,NQn-intensivec〔)urge第1年 度 分 の

勘o勧 π ∫ゆ 召π躍1と 「長 沼 読 本..1巻 一 前 半 と を 終 了

第2学 期 で,Non-intensivecourse第2年 度 分 の 「長 沼

読 本J巻 一 後 半 と 巻 二 を 終 了

学 生 数5

2年 度 、_毎 日2時 問 、 週10時 間

現 在 こ れ はInteqsivccourseの 第1年 度 に つ づ く も の で

は な い.

Non-intensivecoursξ の 第2年 度 か ら始 ま っ て,1学 期

にNon-inten呂ivecourseの2年 度 を終 わ り,2学 期 に

Non-in亡ens丘vecourseの3年 度 を 終 了 す る ・

1〉 以下,学 生数 はおお よその人数であ る,
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つまP,1学 期に 「長沼読本」巻一の後半と巻二を終了,2

学期に巻三と巻四を終了する.

学生数2

な お, Non-intensive cursc, Intensive course と も に,5時 間 に

つ き別 に1時 間 のLエ.が 必 修 で あ る,ま た,教 科 書 は 以Eの ほか に

その時々に応 じて短文のプ リン トを使用する.

週10時 問28週 の fntensice course 終了の学生は,使 用漢字650

字 ク)うち,90%が 読 め70-85%が 書 け,単 語2500が 理 解 で き る

とい うか ら,相 当の 成 果 が あ が っ てい る とみ て よい だ ろ う.ま た具 体

的 な 試 験 方 針 は 不 明 だが,1963年5月 の試 験 で は 柳 宗 悦 の 「生 活 と

美 」 や,森 有 礼 の 話 な どか ら出 題 され てい た.

Voa-intensive course ~ Intensive course の進行状態を示せば次のよ

う に な る.

.Spoken Japanefe 1
「長沼読本

」巻 一 前 半

1一長沼読 木」巻 一 後 半

「長 沼 読 本」巻 二 全

Non-intensive
course

1年 度

2年 度

Intensive course

1年 度1学 期

1年 度2学 期

「長 沼 読 本
」巻 三 全

「長 沼 読 本」巻 四 全
度年3

2年 度 よ り
In肥nsiveに な

るcourse

2年 度1エ テ=期

2年 度2学 期

Conversation

1年 度.

course

,101時 間,週5時 間

教 材 は 不 明

L.L.は 週2時 間 必 修

(2) Harvard University

こ この 東 洋 学 科 と して は,中 国 語 ・日本語 ・朝 鮮 語 の うち,2か 国 語 が 必
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修 とな って い る.

こ こ で はHowardHibbett氏 ・板 坂 元 氏 らが 中 心 とな って,目 下 教 科

書 作 成 中で あ る・ これ は60課 ま で の 予 定 で,39課 まで は 当用 漢 字 ・新

か な づ か い の み と し,4D課 か らは 当用 漢 字 外 の 字 お よび1日か なづ か い を

混 用 す る・ この 大 学 には 別 に 先 年 作 成 済 の ロー マ 字 に よ る テ キ.ス ト全26

課 が あ り,こ れ と あわ せ た86課 を,週8時 間 のIntensivc⊂ourseの1

年 間 の教 材 と して 予 定 して い る よ うであ った,

この 大 学 で は,話 しこ とば に あ ま り重 点 が お かれ て な く,L・L・ は 現 在

使 用 して い な い・

時 間 数 ・進 行 ・学 生 数 な どに つ い て は,次 表 に 示 す 通 りで あ る・

No.

AAB
1102

103
1104

121

A

IU1

i

時 間 数

8 (Intensive}

8 (Intensive}

3

3

4 (Non-intensive}

4 (Non-intensive}

期 間

第1学 期

第2学 期

1年 間'

1年 間'

1年 間

1年 副

学生数

~3

14

10

25

10

17

備 考

主 として大学院学生,半 数
は中国語修 了者.

AABの 学生が ここへ続 く・

ここで終わ る学生が多い,

104ま で 糸冬わ った者 の ク ラ ス・

了
2

つ

修
ま
わ

で
侵
終

間

ち
を
弘

舞
こ
赫

玉

p

『
と

カ

を

う

へ

02

ス
な

3

1

一
行

10

ヨ

コ
で

よ

品

る

間

都

A

す

年

た}
(3) The University of Michigan

語 学教 育 が こ こほ ど有 名 で ・ ま た こ こほ ど参 観 者 の 多 い 大 学 もな い だ ろ

う・ 大学 に つ い た とた ん に 事 務 所 で ス ケ ジ ュール を 聞 かれ,地 図 そ の他 パ

ンフ レ ッ トー 式 を わ た され,更 に アポ イ ン トメ ン トま で と って くれ た.次

次 と訪 問 者 を さば い て ゆ くあ ざや か さに まず 驚 か され た.

ここ の 目本 語 教 育 は,

それ らの上の Reading

Non-intensive course

course

~ Intensive

と にわ か れ て い る.

course と,
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Non-intensivecourse

1年 度._週5時 間,そ の う ち,英 語 で の 説 明 が2時 間,ド リル が

3時 間 で あ る,ド リル の 時 は 原 則 と し て 英 語 は 使 用 し な い ・

(実 際 は 使 用 せ ざ る を え な い よ う で あ る,)

学 生 数15

1学 期,,.H.shoharaandJ,Yamagiwa:1〃 加4μ`"粥'o勤 θ勧 π

塑 ρ躍 卿 を 使 用,

2学 期_、H.Shohara氏 が 現 在 作 成 中 の テ キ ス トを 使 用.こ の 学

期 か ら 漢 字 を1日 に 平 均5～7宇 ず つ 出 し て ゆ く,2学 期

に 教 え る 漢 字 は 約250の 予 定 とか.

2年 度,..週4時 間

こ の 年 度 で は 書 き こ と ば に も 相 当 の 比 重 を お く・E・Rei-

schauer;E伽 躍 畷1卿 η躍 かC・ 噸 鋤 繍 伽 な ど を

使 用 す る 。 学 生 数 不 明,

Intensive⊂OUτse

Summcrintensive

1日4時 間,週20時 間 で,8週 間 行 な う.

こ こ でNon-intensivecourseの1年 度 分 を 終 了 す る,

秋 か ら の1学 期

1日2時 間 週8時 間 で,15週 間 行 な う,こ の 秋 学 期 間 で,

Non-intensivecourscの2年 度 分 を 終 了 す る ・ 現 在 大 学

院 学 生 の み

2学 期

週6解8時 間 で,Non-intensivecourseの3年 度 分 を 行

な う.現 在 大 学 院 学 生 の み,

な おNon-in[ensivecourse,Intensivecourseと も に,週 に 一 度 ぐ ら い

はLLを 使 用 させ る よ う に し て い る,

Re盈dingcoursc
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週3～6時 間

その 年 度 で は ・1学 期 に 菊 池 寛 の 「福 沢 諭吉 」・ 長 沼 読 本 旧版 の 「乃

木 大 将 」 な どの テ キ ス トを使 用 してい た・2学 期 はr週 刊 朝 口」 連 載

の 永 井 竜 男 の 短 編 な ど を使 用 ・ ま た上 級 に は,「 つ れ づ れ 草 」 な どの

古 文 や,「 論語 」 「日本 外 史 」 な どの 漢 文 も教 え た りす る そ うであ る.

2年 以 上 在 学 して この コ ー ス を出 る と,[日 本語 史」 「方 言 」 な どの

講 義 を うけ る よ うに な る・ つ ま りこれ よ り上 の ク ラス は,専 門 科 目の

講 義 に重 点 が お か れ るわ けで あ る、

学 生 は社 会 学 専 攻 の 者 が 最 も多 く20名 く らい.文 学 専 攻 者 は 少 な

い,3年(8人),4年}5年 の ま じ った コ ース で あ る,

私 が参 観 した1ク ラ ス は ち ょ う ど試 験 だ った・永 井 竜 男 の 「青 い 煙 」

の一 部 が 出 され,「 次 の 日本 語 の意 味 を英 語 で説 明 して 下 さい」 とあ っ

た.

な お,ミ シ ガ ン大 学 の 日本 語 教 育 につ いて は,教 育 大 の 小 松 英 雄 氏

が 書 い て お られ る。2ン

(4)TheUnivcr8i亡y・fC血icag・

ミシガ ン大 学 が どち らか とい えば 話 し こ とば に 重 点 を お くの に ひ き か

え,こ ち らは 「読 む こ と」 が 主 で,話 し こ とば に は 力 点 は お か な い そ うで

あ る・ 話 しこ とば の 方 は,他 の 大 学 のSummercourscへ 行 か せ る とか,

大 学 院 に な っ て 日本 へ 留 学 させ る とか で 補 い をつ け るそ うだ.L・L・ は 自

由意 志 に まか せ 強 制 は して い な い,

こ こ では,ま ず歴 史 的 か な づ か いか ら はい っ て ゆ く.た だ し,現 在 古 文

は 教 え て い ない.

EdwinMcClellan氏 の お話 に よ る と,学 生 は週20時 間 の予 習 を必 要 と

す るそ うで あ る.

2)「 言 語 と文 芸 」36年11月 号,37年5.月 号
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1年 度.

2年 度,

3年 度 ・

4年 度.

・日本 学 が 週6時 聞 あ る.こ の うち文 学 ・歴 史 は英 語 で講 義

して も よ い そ うだ.別 に会 話 中心 の時 間が 週 に2,3時 間

あ る・ 教 科 書 と して はEReischauer:Eを 解躍伽ワ'ノゆ6一

〃鯉 や,夏 目漱 石 の も のな ど を使 用 す る.

学 生数7,8人

.週6～8時 間

教 材 と して は,芥 川 竜 之 介 の も のや 有 島武 郎 の 「或 る女 」

(⊇)な ど を読 む ・ そ の 他E・Rdschauer:幽 々漉4煙 閻 θ∫6

丑 離 も併 用,

学 生 数2

.週60寺 噴」く らV'

夏 目漱 石 の 「坊 っ ち ゃん 」 な どを 読 む,こ の ころ に は,学

生 が 自発 的 に 柳 田国 男 の 作 品 な どを 読 む よ うに な る とか.

,現 在 学 生 は い な い,

(5)ThcUniversi[yofLondon

こ こ も,ど ち らか とい えば 書 き こ とば に 比 重 をお い て い る.1年 度 よ り

新 旧か なづ か い,新 旧字 体 ともに 教 え て い る.

L.L.は ない が,3,4人 の グル ー プ に わか れ て 教 師 を か こ ん で の 会 話 の

時 間 が あ る,週4回 で1回30分 ほ どで あ る.1年 の1学 期 は 学 生 が うま

く話 せ な い の で,主 と し て 教 師 が 文 法 を 教 え,2学 期 あ た りか らC、 」.

Dunn氏,P.G、0'nei11氏 の テ キ ス トの 会 話 を 中心 に話 しあ っ て ゆ く.学

生 が 少 しな れ て くる と,テ ーマ を 出 して お き,そ れ を巾 心 に 話 を 進 め て ゆ

くよ うに な る.o'ncillc氏 は ち ょ う ど敬 語 の プ リン トを作 成 中 だ った.

なお1年 間 の 授 業 は30週 で,う ち前 期 と 後 期 の試 験 が1週 ず つ あ る,目

本 と違 って 休 講 も な く,私 が 参 観 した の は 第29週 の時 だ った.

ロ ン ドン大 学 の 日本 語 教 育 につ い て は,現 在 千 葉 大 学 の 池 田重 氏 が 報 告
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してお られ る・3}時間数 は,今 一応 そ れ に 従 うこ とに す る ・

1年 度.,.週11鮮15時 間

教 科 書 は,c.J.Dunn氏 はc・ 」・Dunn,簗 田鐙 次=1卯4一

π甜♂(TeachY〔)urseIfBooks)を,P,G,Ohei11氏 は,

P.G.0'nci11,簗 田鐙 次;r目 本 文 入 門(1彦'ro4解 蜘 η 齢

し防 漉 躍/ゆ4〃 師)」 を使 用.な お,前 者 は ローマ 字 の み,

後 者 は 当用 漢 字 の うち680字 を含 む もの で手 紙 文 な どに は

筆 写 体 も印 刷 され て い る、 学 生数 は7人 で,う ち3,4人 が

日本 語 を専 攻 して い る、

2年 度,..週8-10時 問

Dunn氏 は,r映 董 と教 育(新 か なづ か い ・旧字 体)」・rく

ぢ らが りの話(旧 か な づか い ・旧 宇 体)」 な どの プ リン トを

使 用.ま た,3年 度 との 混合 ク ラ スで は,英 国 にお け る 日

本 語 教 育 の 草 分 けで あ るFJ,Daniels氏 がRoyAqdrew

Miller:「 現代 日本 文 読 本(!1/ψ4〃8∫8R解4♂r)」 を使 用

され,年 度 末 に は そ の 中 の 「細 雪 」 を講 義 中 だ っ た、

学 生 数4

3年 度..嘲 週5～8時 間

学 生数2

4年 度..・ 必 修 テ キ ス トを3年 度 ま で にす ませ,こ の 年度 は 各 自に エ

ッセイ を か か せ る方 針 とか,

な お,法 政 大 学 の西 郷信 綱 氏 は 主 と して 会 話]一 ス を お も ち だ った と思

う.D.E.Mlls氏 の 教 材 等 は 不 明.簗 田氏 は ち ょ う ど在 日中 で あ っ た・

(6〕CamもridgeUniversity

ここ は まず1日か な づ か い ・旧字 体 で は じめ,あ と で新 か な づ か い ・新 字

3)〈 英 国にお ける 目本語教 育について〉「日本語教育のために」創刊準備号
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体 を教 え る.早 く古 典 に はい るの で,こ の方 針 は 当分 か え な い そ うで あ る,

で き る だ け ア カデ ミ ック な もの に した い,古 典 も どん どん 読 め る よ うに し

た い とい う方針 なの で,相 当む ず か しい 教 材 が 使 用 され てい る.

1年 度_・ 週9-10時 間

学 生 数 は3名.な お,1963年 度 は2名.

1学 期,.・ 週9時 間.毎 目1時 間,週5時 間 でE々 捌 寵βぴ ∫ゆ 朋 齪

声ヂGo"響5初 漉伽 を終 了す る,ほ か に1日1時 間,週3

回 のConversationclassと,週1時 間 のComposition

dassと が あ る.Conve〔sationclassはTeachYoursdf

Booksの 加 朋卿 を 巾心 に行 な って い る・

2,3学 期...週10時 間

「市 民 の文 化
、」,菊 池 寛:「 日本 の偉 人 一 福 沢 諭吉 」,

岩村 忍;「 自由 へ の た た か い 一 日本 人 は どれ だ け の事 を

して きた か一 」 な ど,「 日本 小 国 民 文 庫」 な どか ら抜 葦 し

て使 用 す る,そ れ ぞれ 週2回1時 間 ず つ で あ る、 な お こ の

大 学 では 原 則 と して特 定 の テ キ.ス トは用 いず,種 々 の 本 よ

り抜 葦 して写 真 を と り,教 師が それ を説 明す る とい う方 法

を と って い る・CQ【1versadonclassとCompostionclass

は1学 期 に 同 じ,

2年 度...週8-11時 間

学 生 数 は0.な お1963年 度 は3名.

1学 期 一 ・週11時 間・ そ の うち わ け は,「雨 月 物 語 」3,「 寒 山拾 得 」

1,「藪 の 中」1,「 近 世 社 会 」2,Conversation3,Composi-

tion1で あ る.そ れ ぞれ1回1時 間ず つ.

2学 期._週11時 間 ・ そ の うちわ け は,「 古 今集 」1,「 方 丈 記 」3,

r藪 の 巾 」1
,r近 世 社 会 」2,ConversatiQ【13,CDmpositioa

1で あ る.

3学 期,、.週8時 間、 「古 今集 」1,「 方 丈 記 」3,Conveエsation3,
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Composition1で あ る・ こ こ ま で で,「 古 今集 」 は 巻 一 を,

「方 丈 記 」 は 全 巻 を読 み 終 わ る,

3年 度 、、.週6～8時 間

学 生 数0.

こ の年 度 の 予 定 では,1学 期 に 「平家 物 語 」 「邪 宗 門 」 を,

2学 期 に 「平 家 物 語 」 「邪 宗 門」 「老 松 」 「福 翁 百 話 」 を,

3学 期 に 「平 家 物 語 」 「福 翁 自伝 」 を行 な 弘 た だ し,各

学 期 とも にConve【sationclassが3時 間 とComposition

classが1時 間 あ る,

この 大 学 で は,第1年 度 は教 師 全 員 が 現 代 語 を担 当す るが,2年 度 以 上

に な る と,E.B.Ceade1氏 が 主 と して 古典 を,C.EBlackef女 史 が 主 と

して 近 代 ・現 代 を,C.D,Sheldon氏 が 歴 史 ・社 会 を 中心 に担 当す る・1・

2年 度 を通 じ,ConversatlonとCQmpositionclassは,早 大 文 学 部 の鳥

越 文 蔵 氏 が 行 な っ て い た,

こ こ で驚 い た こ とはTriposで あ る.第1年 度 を修 了 す る と,第2年 度

に進 む 前 に 第1回 のTriposが あ る・ それ に 合格 した 者 の み が 続 い て 第2

年 度 に 進 む こ とが で き る,2年 度 が 終 わ る とTriposIIと い うの が あ る,そ

れ に 合 格 しな けれ ば3年 度 に は 進 め な い ・ これ は 再 試 験 ・追 試 験 は と もか

くも,落 第 まで 認 めな い の だか ら,何 と も無 情 な 資格 試験 で あ る.そ こ で,

1962年 度 は,2年,3年 とも学 生 が0と い う こ とに な る,こ この 試 験 で

も う一一一つ 驚 い た こ とが あ っ た.そ れ は印 刷 され た 試 験 用 紙 が,1961～1962

年 で3冊 とい うふ うに製 本 され て,図 書 館 の書 棚 い っぱ い に並 ん で い た こ

とで あ る.本 の 背 には 「CambτidgeUniversityExaminationPapers」 と

あ っ た,こ れ は教 師 に とっ て大 変 な こ とで あ る.い い か げ ん な 問題 は 出 せ

な い.学 生 もま た 一応 目を通 さな くて は な らな い ・ しか し・ な か な か 良 心

的 な こ とだ と思 う・ 早 稲 田大 学 で も入 学 試 験 問 題 や 期 末 試 験 問 題 を製 本 し

て は ど うか と思 った,

な お,こ の大 学 で はL・L・ は お ろか テ ー プ レコ ー ダ ーの 設 備 も ない,し
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か し学 生 数 が 少 な く,教 師 と話 し合 う機 会 が実 に 多 い,そ の年 の夏 休 み を

利 用 し て1年 度生 のひ と りは ミシ ガ ン大 学 のSummefintensiveへ,ひ

と りは ナ ホ トカ 回 りで 日本 へ 出か け た・ 同 じ くらい の 出費 だ そ うだが,日

本 へ き た学 生 の ほ うが 会 話 の 点 で は ず っ と上 達 した そ うで あ る.

§3

以 上述 べ た よ うに,学 生 数 は ア メ リカが 圧 倒 的 に多 い.し か しこれ は,

大学 進 学 者 の 絶 対 数 か らみ て も 当然 の こ とで あ ろ う.

時 間数 で は,シ カ ゴ大 学 ・ロ ン ドン大 学 ・ケ ンブ リッ ジ大 学 が,他 の 大

学 のIntensivecourseに ほ ぼ 匹 敵す る,し か し,前 者 は 小説 や 古 文 な ど

にか け る 比重 が大 き く,後 者 とは教 授 内 容 が著 し く異 な る の で,時 間数 だ

け で云 々す る こ とは で き な い.

そ れ ぞ れ の 大 学 の 個 性 の 相 違 は,や は りそ の大 学 の とい うよ り,そ の 大

学 の ス タ ッフの考 え方 の 相 違 か ら生 み 出 され る よ うで あ る・

よ く,ミ シ ガ ン大学 は話 し こ とば重 点 派 の 中心 で,シ カ ゴ大 学 や イ ギ リ

スの 大 学 はそ の反 対 だ とい う こ とを 聞 い た・ た しか に,ミ シ ガ ン大 学 に は

す ば ら しいL,L,も あ る,出 入 りの 時 間 を カ ー ドに記 入 し,机 上 の 何番 と

い うボ タ ン を押 す と聞 こえ る よ うに な って い る・ しか し,そ こで 聞 かれ る

テ ー プ は,そ の 時 使 用 して い る テ キ ス トの朗 読 が 二 種 類 は い って い るの み

で あ った,

コ ロン ビア 大 学 は,二,三 年 前 よ りL.L,を 使 用 す る よ うに な り,教 材

の ほ か 放送 用 の テ ー プ な ど も と りよ せ て あ った,ま た こ こ では 学 生 に貸 し

出 せ る よ うに もな って い た,

そ の他 の 大 学 は,L.L,に ほ とん ど重 き を お い て い な い 、そ うな る と,ミ

シ ガ ン大 学 と コ ロ ン ビア 大学 は話 し こ とば 教 育 に 熱 心 で,そ の 他 は そ うで

は ない よ うに も 見 え る.し か し,一 概 に そ う と もい え な い よ うだ.そ れ は

学 生 と話 し合 った 時 に も 感 じた こ とで あ っ た.L.L・ は勿 論 あ った 方 が よ

い,あ って ほ しい.し か しL・L.教 材 の内 容 が 問題 な の で あ る・L・L・ を
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最 大 限 活用 す る の は 大 変 な こ と だ・ そ れ には 特 別 に教 材 を編 集 しな けれ ぱ

な らな い.教 材 の 朗 読 を き か せ,あ とを つ け させ る だ け な 咄 ふ つ うの テ

ープ レコー ダ ーを 使 うの とか わ りな い と思 うの だ が ・ とい って,日 本 でL・

L,がL,L.と して じ ゅ うぶ ん 活 用 され て い る とこ ろが あ るだ ろ うか.と て

もそ ん な 機 械 は そ ろ わ な い とか,機 械 はそ ろ った が建 物 が な い とか,そ う し

た 活 用 以 前 の 問題 で ス トップ して い る とこ ろが 多 い の で は な い だ ろ うか.

な お,上 記 の 大 学 では 見 られ な か った が,ア メ リカで は時 に 日本語 ら し

か らぬ 日本 語 が,か つ て 日本 語 を母 国 語 と した とい う既 成 事 実 の 上 に あ ぐ

ら を か い て い た りす る.誤 字 が 多 い とか,敬 語 の誤 用 とか い う生 易 しい も

の で は ない,発 音 ・語 法 ・語 彙,す べ て が 狂 って い るの で あ る.し か し,

英 語 さ え話 せ れ ば 相 手 は 外 国 人・ 教 師 の 目本 語 が ちが っ てい よ う と分 りは

しない.お そ ろ しい こ と で あ る.

さて教 材 だ が,長 沼読 本 やLC・U・ とか 国 際 学 友 会 の教 科 書 を使 用 して 積

み 重 ね て ゆ く形 式 と,意 味 内 容 に重 点 を お き,種 々の 材 料 か ら数 ペ ー ジず

つ プ リン トし て ゆ く とい う形 式 と,.二 つ あ る よ うに 思 う・ 後 者 の 方 が 面 臼

み が あ るか も しれ な い.し か し基 礎 的 な パ タ ー ン さえ も落 と して しま う可

能 性 大 で あ る・ じ ゅ うぶ ん に 積 み 重 ね られ,し か も内 容 的 に も面 白 い とい

う教 材 が必 要 で あ る・ そ う した 両 面 と も に満 足 の ゆ くよ うな教 材 が早 く出

て き て ほ しい と思 う.

ア メ リカで,長 沼 氏 の 「標 準 日本 語 読本1が 昭 和6～9年 の 旧版 に 至 る ま

で 使 用 され て い る の に は 正 直 ぴ っ く り した.し か し,WordBookやKanji

Bookな どの 付録 が 至 れ りつ くせ りなの で,教 師 と して は使 い や す い もの

な の だ ろ う.Reischauer氏 のEを 艀躍躍ぴ 、1`ψ`躍8∫8声〆Co擁9θ51差μ4躍方 は,

昭 和19年 出版 だ か ら勿論 旧 か な づ か い ・旧字 体 だ が,そ れ が い ま だ に多

く使 わ れ て い る の に も驚 い た,新 か な づ か い ・新 字 体 の 辞 書 を買 い こ ん だ

あ る学 生 は,教 科 書 とち が う と弱 りき って い た、

勿 論,新1日 か な づ か い の どち らを優 先 させ る か は,そ れ ぞれ の 大学 の 教

育 方 針 に よ って 異 な る・ しか し,各 大 学 と もに 新 か な づ か い お よび 字 訓 の
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1日か な づ か い は 一応 教 え て い る よ うだ.字 音 の 旧 か な づ か い は所 に よ って

は 教 え て い な い.ま た 当用 漢 字 の新 字 体 は ミシ ガ ン大 学 の よ うに 略 体 と し

て 扱 って い る とこ ろ も 多 い.

た しか に,在 英 米 目本 語 教 師 の 大 半 は,旧 か な づ か い ・旧 字体 で教 育 さ

れ た方 々 で あ る.そ して私 ども の よ うに,新 か な づ か い ・新 字 体 とい う戦

後 の波 状 攻 撃 を うけ て い な い方 々が 多 い,そ うな る と ど う して も感 覚 的 に

私 ども とはず れ て くる よ うだ.私 な ど も,昭 和31年 に 「同 音 の 漢 字 に よ

る書 き か え」 が 発 表 され た 時 に は 相 当抵 抗 を感 じた もの だ った.た と えば

「兇 」 は す べ て 「凶」 に な るの も気 に な った、 しか し,毎 日の よ うに新 聞

で 「凶 悪 犯 人 が 凶 器 で 凶 行 を働 い て 」 い るの を見 て い る うち にお か しい と

も感 じな い よ うに な って きた,し か し 「腐 蝕 」 「日蝕 」 な どを 「腐 食 」 「日

食 」 と書 くの は 見 なれ な い せ いか ま だ使 えな い.結 局 は なれ で あ ろ う,英

米 で 目本 以 上 に 旧 か な づ か い ・旧字 体 が 優 遇 され てい る の も そ ん な とこ ろ

に 根 本 原 因 が あ る ので は ない だ ろ うか、

た だ し,欧 米 ・日本 に共 通 してい え る こ とは,日 本 語 教 師 が それ らを マ

ス タ ー して い る とは い えな い こ と で あ る.と い うよ り無 関 心 な 場 合 が 多 い

の で あ る.そ して,そ れ は 日本 学 を 専 門 と して な い方 々に 特 に め だ った

現 象 だ った,一 つ の文 の 中 で 旧 字体 と新 字体 を ま ぜ た り して い るの は ま だ

い い.し か し,字 画 が1本 た りな か った り多 か った りす るの は 困 る.私 な

ど も誤 字 は 書 く.し か し,教 科 書 や 試 験 問題 の 時 は し じ ゅ う辞 書 をひ いて

注意 して い る ・ 決 して 自分 を過 信 しな いつ も りで あ る・ しか し,そ ん な こ

とは 日本 語 教 育 に お い て枝 葉 末 節 だ と考 え てい る方 が 案 外 多 いの では な い

だ ろ うか.英 語 教 師 が 亡heをthaと 書 け ば 不 勉 強 以 前 の 問 題 だ ろ う.だ

が,日 本 語 教 師 が 「昼 」 を 「尼 」,「混 雑 」 を 「込 雑 」 と書 き,「 こお り(氷)」

を 「こ う り」,「い う(言 う)」 を 「ゆ う」 と書 い て も通 用 して い るの で あ る.

私 な どは 英 語 の つ づ りを ま ちが え る こ と よ りも 日本語 を ま ちが え る こ との

ほ うが 教 師 と して はず か しい と,思うの だ が_、.こ の春,あ る大 学 で 日本

語 の 教 科 書 が 出 版 され た.そ のWritingを み て驚 い た.い った い,辞 書
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や 参 考 書 を見 な か った の だ ろ うか ・ ざ っ と 目を通 した だ け で明 らか な誤 字

が400字 中10字 も あ った・ それ がWritingの 本 な の で あ る・

そ の 他,送 りが な に い た って は,ど れ をみ て も統 一 され て な い よ うで あ

る.ま った く 「送 りが な の つ け方 」 くらい や っか い な も のは ない の だか ら,

これ は ま あ しか た あ る まい,

も う一 つ 文 法 に つ い て だ が,内 外 を とわず 日本 語 の 教 師 た る肴,せ め て

学 校 文 法 く らい は 目 を通 して いた だ きた い と思 う・ 日本 語 を英 語 の 文法 で

か たづ け られ て は 困 るの で あ る,た とえ ば,い わ ゆ る形 容 動 詞 の 「きれ い」

を国 文 法 で も形 容 詞 だ と思 い こ ん で い る方 が か な り多 い.「 見 ない 」 「思 わ

な い 」 の 「ない 」 も,国 文 法 で とも に形 容詞 と思 い こん で い る方 も多 い ・

ま た,「 着 れ る」 「見 れ る」 「出れ る..1「食 べ れ る」 を,何 の抵 抗 も な く教 場

で教 え て い る方 も 少 な くな い の で あ る,

日本 文 学 ・藷 学 専攻 の者 は,以 上 の よ うな 面 は ま こ と に神 経 質 で あ る・

しか し外 国語 特 に 会話 は お そ ま つ な 者 が 多 い ・ で は,外 国 人 の 目本 学 専 攻

の 者 は ど うか とい うと,文 法 な どに は 比 較 的 神 経 質 だが,新 しい 語 学 教 授

法 とい う もの を軽 ん じ る傾 向 が あ る よ うで あ る,ま こ と に うま くい か な い

も の で あ る.そ れ に,日 本 語 の 教 師 に は不 向 き だか ら と い っ て,簡 単 に廃

業 で き る も ので も ない.で は,ど う した らよい だ ろ うか.

そ こ で一…つ 提 案 が あ る,外 国文 学 ・語 学 出身 の 目本 語教 師 に は,目 本学

特 に 日本 語 学 を,日 本 学 出身 の 日本語 教 師 に は 外 国 語 特 に 会 話 を講 習 す る

機 関 を設 け て は ど うだ ろ うか・ 全 国 で いや 全 世 界 で 日本 語教 師 を して い る

者 の た め に,そ うい うIntensivecourseを ぜ ひ 実 現 して い た だ きた い と

思 うの で あ る 、'
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